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は
じ
め
に

　

明
代
の
賜
与
に
は
銀
・
銭
・
綿
・
麻
・
絹
・
蘇
木
・
胡
椒
等
が
用
い
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
の
賜
与
が
ど
の
よ
う
な
背
景
を
も
っ
て
い
た
の
か
を
考
え
る
と
、
相
起

さ
れ
る
の
が
元
朝
の
賜
与
で
あ
る
。
明
朝
の
創
建
者
達
は
元
朝
の
盛
時
に
は
大

規
模
な
賜
与
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
た
筈
で
あ
る
。
元
朝
で
は
皇
位
継

承
法
が
確
立
し
て
い
な
い
為
、
宗
室
や
諸
王
が
大
き
な
力
を
も
ち
、
皇
帝
は
彼

ら
に
多
額
の
賜
与
を
せ
ざ
る
を
得
ず
、
財
政
上
の
大
き
な
負
担
に
な
っ
て
い
た

こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
宗
室
や
諸
王
に
対
す
る
賜
与
に
は
江
南
戸
鈔
や

歲
例
賜
与
な
ど
の
恒
常
的
な
も
の
と
、
新
帝
の
即
位
を
祝
う
朝
会
や
戦
功
を
あ

げ
た
場
合
に
行
わ
れ
る
臨
時
的
な
も
の
が
あ
る
が
、
金
・
銀
・
鈔
・
幣
・
帛
・

綾
・
錦
・
布
・
毛
皮
・
衣
服
・
玉
帯
・
弓
矢
・
甲
冑
・
鞍
勒
・
馬
・
羊
・
牛
な

ど
極
め
て
多
様
な
も
の
が
用
い
ら
れ
た
。
筆
者
は
金
・
銀
・
馬
・
羊
・
牛
と
世

祖
朝
の
鈔
に
つ
い
て
は
別
稿
で
検
討
し
た（

１
）。

世
祖
朝
の
賜
与
を
み
る
と
年
平
均

で
中
統
元
年
（
一
二
六
〇
）
か
ら
至
元
一
二
年
（
一
二
七
六
）
の
間
は
鈔
が
二

一
二
〇
錠
に
す
ぎ
な
い
の
に
対
し
、
銀
は
一
六
万
七
九
一
八
両
、
金
が
六
三
二

八
両
で
あ
り
、
賜
与
の
中
心
は
金
・
銀
、
特
に
銀
で
あ
っ
た
。
続
い
て
至
元
一

三
年
（
一
二
七
七
）
か
ら
一
九
年
（
一
二
八
二
）
に
な
る
と
鈔
が
四
万
五
〇
六

三
錠
に
増
加
し
、
一
方
で
銀
は
四
万
五
〇
五
一
両
と
約
四
分
の
一
に
減
少
し
、

金
も
七
三
六
両
し
か
な
く
な
っ
た
。
至
元
二
〇
年
（
一
二
八
三
）
代
に
入
る
と

宗
室
、
諸
王
を
主
な
対
象
と
し
て
賜
与
額
が
更
に
増
加
し
た
が
、
そ
の
前
半
の

至
元
二
〇
年
（
一
二
八
三
）
か
ら
二
四
年
（
一
二
八
七
）
の
間
で
は
鈔
が
二
四

万
二
九
五
七
錠
と
な
り
、
一
三
年
（
一
二
七
七
）
か
ら
一
九
年
（
一
二
八
二
）

の
間
の
五
倍
以
上
に
達
し
た
。
一
方
で
銀
は
三
四
〇
〇
両
、
金
は
零
と
な
っ
た
。

つ
ま
り
至
元
一
三
年
（
一
二
七
七
）
か
ら
二
四
年
（
一
二
八
七
）
の
間
に
鈔
と

金
・
銀
の
賜
与
額
が
反
比
例
す
る
よ
う
に
増
加
、
減
少
し
て
き
た
こ
と
に
な
る
。



二

金
・
銀
は
鈔
に
代
賛
さ
れ
、
鈔
の
賜
与
額
が
特
に
二
〇
年
代
に
入
っ
て
増
加
し

て
き
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
至
元
二
五
年
（
一
二
八
八
）
か
ら
三
〇
年
（
一

二
九
三
）
の
間
は
様
相
が
異
な
り
、
鈔
は
四
六
万
四
九
六
二
錠
と
更
に
増
加
す

る
が
、
金
も
一
八
〇
八
両
、
銀
が
二
六
万
三
五
八
八
両
と
再
び
増
加
し
た
。
至

元
三
一
年
（
一
二
九
四
）
正
月
、
世
祖
が
在
位
三
五
年
の
後
八
〇
才
で
歿
し
、

四
月
に
皇
孫
テ
ィ
ム
ー
ル
・
カ
ー
ン
が
成
宗
と
し
て
即
位
し
一
三
年
間
在
位
す

る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
成
宗
朝
で
は
、
世
祖
朝
の
動
向
を
う
け
て
、
ど
の
よ
う

な
賜
与
が
行
わ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
宗
室
、
諸
王
や
軍
に
対

す
る
賜
与
の
ほ
か
に
、
災
害
時
の
被
災
民
や
饑
民
に
対
す
る
賑
恤
に
も
少
な
か

ら
ぬ
鈔
が
用
い
ら
れ
た
の
で
こ
れ
ら
も
含
め
て
考
え
る
。
又
、
宗
室
、
諸
王
は

部
民
の
困
窮
を
理
由
に
支
給
を
要
求
す
る
こ
と
が
あ
り
、
賜
与
と
賑
恤
の
判
別

が
つ
き
に
く
い
場
合
も
あ
る
が
、
各
事
例
の
前
後
の
事
情
を
勘
案
し
て
分
類
し

た
。一　

各
年
の
賜
与
・
賑
恤

　

ま
ず
成
宗
朝
の
各
年
ご
と
の
賜
与
・
賑
恤
に
用
い
ら
れ
た
鈔
の
額
と
そ
の
内

容
を
確
認
す
る
。
各
年
の
合
計
額
を
示
す
と
表
Ⅰ
の
よ
う
で
あ
っ
た（

２
）。

　

至
元
三
一
年
（
一
二
九
四
）
に
賜
与
・
賑
恤
に
用
い
ら
れ
た
鈔
は
、
表
示
の

よ
う
に
二
四
万
二
四
〇
〇
錠
だ
が
、
そ
の
内
容
を
み
る
と
、
一
万
錠
以
上
の
事

例
に
は
次
の
も
の
が
あ
っ
た
。
五
月
に
は
三
件
あ
り
、
安
西
王
阿
南
答
に
一
万

錠
を
賜
与
し
、
諸
王
亦
里
不
花
が
官
に
馬
を
輸
納
し
た
の
で
、
そ
の
値
と
し
て

一
一
万
五
〇
〇
〇
錠
を
賜
わ
り
、
也
速
帯
而
の
麾
下
の
貧
困
な
軍
士
に
一
万
錠

を
給
し
た
。
七
月
に
は
西
征
の
軍
士
に
幣
三
万
匹
と
と
も
に
鈔
三
万
六
〇
〇
〇

錠
を
賜
与
し
、
一
二
月
に
は
伯
遙
帯
忽
刺
出
の
所
部
中
の
饑
戸
一
〇
〇
〇
戸
に

一
万
錠
を
給
し
、
海
都
に
捕
え
ら
れ
て
い
た
が
帰
附
し
た
阿
思
の
民
に
三
万
九

九
〇
〇
余
錠
を
賜
わ
っ
た
。
一
万
錠
以
下
の
事
例
と
し
て
、
六
月
に
雪
雪
的
斤

公
主
に
一
〇
〇
〇
錠
、
諸
王
伯
答
罕
、
未
察
合
而
の
所
部
中
の
貧
窮
者
に
三
〇

〇
〇
錠
を
賜
与
し
た
。
七
月
に
は
諸
王
出
伯
の
所
部
の
貧
乏
な
四
〇
〇
余
戸
に

三
〇
〇
〇
錠
を
賜
わ
り
、
瓜
州
、
沙
州
の
民
で
甘
州
に
赴
い
て
屯
田
す
る
者
達

に
牛
価
鈔
二
六
〇
〇
錠
を
支
給
し
た
。
八
月
に
妻
子
を
敵
に
掠
取
さ
れ
た
忙
哥

撒
而
に
八
〇
〇
〇
錠
を
賜
わ
り
、
一
二
月
に
は
京
師
の
鰥
寡
の
貧
民
に
三
〇
〇

錠
を
、
東
勝
等
の
貧
乏
な
牛
遞
戸
に
三
〇
〇
〇
余
錠
を
賜
わ
っ
た
。
こ
の
ほ
か

鈔
の
額
が
分
ら
な
い
事
例
に
次
の
も
の
が
あ
る
。
五
月
に
国
王
和
童
、
月
兒
魯
、

伯
顔
、
月
赤
察
に
各
々
金
二
五
〇
両
、
一
五
〇
両
、
五
〇
両
、
五
〇
両
を
賜
与

す
る
と
と
も
に
、
こ
の
ほ
か
に
銀
、
錦
、
鈔
を
与
え
た
が
鈔
の
額
は
不
明
で
あ

る
。
六
月
に
は
困
赤

の
出
征
す
る
千
戸
達
に
各
一
〇
〇
〇
錠
を
賜
わ
っ
た

表Ⅰ　（単位　錠）

賜与額
至元31 24万2400
元貞１ 161万8700

２ 45万7500
大徳１ 74万8200

２ 162万1000
３ 441万0000
４ 51万0400
５ 235万4900
６ 41万1830
７ 226万2760
８ 58万5900
９ 43万5600
10 13万1000

合　計 1579万0190



三

が
、
対
象
の
人
数
が
不
明
で
合
計
額
を
算
出
で
き
ず
、
伯
牙
兀
真
、
赤
里
、
由

柔
伯
牙
伯
刺
麻
、
闊
怯
倫
、
忙
哥
真
の
五
人
の
諸
王
に
各
々
金
五
〇
両
と
と
も

に
銀
、
幣
、
鈔
を
賜
与
し
た
が
、
こ
の
鈔
額
も
分
ら
な
い
。
七
月
に
は
不
魯
花

真
公
主
及
び
諸
王
阿
只
吉
の
女
弟
伯

に
銀
と
と
も
に
賜
わ
っ
た
鈔
も
額
が

明
ら
か
で
な
い（

３
）。

こ
の
年
は
新
た
に
即
位
し
た
成
宗
に
と
っ
て
、
来
駕
す
る
諸

王
等
に
対
し
て
多
額
の
朝
会
賜
与
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
筈
で
あ

る
。
し
か
し
、
鈔
の
合
計
は
表
示
の
よ
う
に
二
四
万
二
四
〇
〇
錠
で
、
別
稿
で

述
べ
た
が
銀
は
一
二
万
九
九
〇
〇
両
、
金
は
一
四
〇
〇
両
で
あ
り
、
必
ず
し
も

多
い
と
は
い
え
な
い
額
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
次
章
で
検
討
す
る
。

　

翌
元
貞
元
年
（
一
二
九
五
）
は
、
表
示
の
如
く
一
六
一
万
八
七
〇
〇
錠
と
こ

れ
ま
で
に
み
ら
れ
な
い
額
に
達
し
た
。
金
は
一
九
〇
〇
両
、
銀
は
一
万
〇
四
五

〇
両
に
す
ぎ
ず
、
賜
与
の
大
部
分
が
鈔
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ

の
年
の
内
容
を
確
認
す
る
と
一
万
錠
以
上
の
事
例
に
は
次
の
も
の
が
あ
る
。
正

月
に
安
西
王
阿
難
答
、
寧
遠
王
闊
闊
出
が
所
部
の
貧
窮
を
訴
え
た
の
で
、
阿
難

答
に
二
〇
万
錠
、
闊
闊
出
に
六
万
錠
を
賜
与
し
、
二
月
に
済
寧
王
蛮
子
台
の
所

部
が
困
窮
し
て
い
る
と
い
う
の
で
一
八
万
錠
を
賜
わ
り
、
駙
馬
那
懐
に
一
万
五

〇
〇
〇
錠
を
賜
与
し
た
。
三
月
に
は
征
西
将
軍
に
任
ぜ
ら
れ
た
密
刺
章
麾
下
の

貧
乏
な
将
校
に
馬
一
万
匹
の
購
入
費
と
し
て
五
万
錠
を
給
し
、
四
月
に
章
河
か

ら
苦
塩
に
至
る
間
の
駅
戸
の
貧
乏
な
も
の
に
一
万
二
九
〇
〇
錠
を
賜
わ
り
、
扈

従
の
探
馬
赤
軍
に
市
馬
鈔
と
し
て
一
二
万
錠
を
賜
与
し
、
貴
赤
親
軍
の
貧
乏
な

戸
に
四
万
一
五
〇
〇
錠
を
賜
わ
り
、
五
月
に
入
っ
て
諸
王
阿
只
吉
の
所
部
が
貧

乏
で
あ
る
と
し
て
二
〇
万
錠
を
賜
与
し
た
。
七
月
に
は
普
顔
怯
里
迷
失
公
主
ら

の
所
部
が
窮
乏
し
て
い
る
と
の
理
由
で
四
九
万
錠
と
い
う
多
額
の
鈔
を
賜
与

し
、
塞
下
の
貧
民
に
二
万
四
〇
〇
〇
錠
を
給
し
、

合
の
所
部
が
貧
乏
で
あ

る
と
し
て
一
〇
万
錠
を
賜
与
し
た
。
一
〇
月
に
は
各
衛
士
中
の
貧
乏
な
も
の
に

合
せ
て
二
万
九
三
〇
〇
余
錠
を
賜
わ
り
、
諸
王
巴
撤
而
、
火
而
忽
答
孫
、

刺

の
所
部
に
四
万
八
五
〇
〇
余
錠
を
賜
与
し
、
博
而
赤
、
答
刺
赤
ら
が
困
窮
し
て

い
る
と
し
て
二
万
九
〇
〇
〇
余
錠
を
賜
わ
っ
た
。
一
二
月
に
も
駙
馬
阿
不
花
の

所
部
が
貧
乏
で
あ
る
と
の
理
由
で
一
万
錠
を
賜
与
し
た
。
一
万
錠
以
下
の
例
も

少
な
く
な
く
、
二
月
に
諸
王
亦
憐
真
所
部
の
馬
牛
駅
の
貧
乏
な
者
に
一
〇
〇
〇

錠
を
、
閏
四
月
に
は
安
南
王
陳
益
稷
に
一
〇
〇
〇
錠
を
賜
わ
っ
た
。
五
月
に
魯

国
大
長
公
主
が
応
昌
に
仏
寺
を
建
立
し
た
の
で
金
五
〇
両
と
と
も
に
鈔
一
〇
〇

〇
錠
を
賜
与
し
た
。
こ
の
ほ
か
一
二
月
に
は
諸
王
押
忽

、
忽
刺
出
、
阿
失
罕

ら
に
各
々
金
二
五
〇
両
、
鈔
五
〇
〇
錠
を
賜
与
し
、
諸
王
不
顔
鉄
木
而
と
阿
八

也
不
干
に
金
、
銀
、
幣
、
帛
と
と
も
に
鈔
四
〇
〇
〇
錠
を
賜
わ
っ
た
。
額
が
不

明
の
例
は
、
四
月
に
貴
赤
万
戸
忽

不
花
ら
の
所
部
が
敵
に
掠
せ
ら
れ
た
の
に

対
し
て
賜
わ
っ
た
鈔
の
み
で
あ
る（

４
）。

こ
の
年
は
所
部
が
貧
乏
で
あ
る
と
い
う
理

由
で
宗
室
、
諸
王
へ
の
賜
与
が
非
常
に
多
か
っ
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。

　

元
貞
二
年
（
一
二
九
六
）
は
前
年
に
比
べ
て
遙
か
に
少
な
い
額
に
留
ま
っ
た

が
、
そ
の
事
例
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
額
の
大
き
な
も
の
と
し
て
、
ま
ず
四
月

に
諸
王
八
卜
沙
に
四
万
錠
、
也
真
の
所
部
に
六
万
錠
の
賜
与
が
あ
っ
た
。
つ
い

で
六
月
に
西
平
王
奥
魯
赤
に
銀
と
と
も
に
鈔
六
〇
〇
〇
錠
、
そ
の
所
部
に
六
万

錠
を
賜
わ
り
、
諸
王
亦
憐
真
の
所
部
に
二
〇
万
錠
、
兀
魯
思
の
駐
冬
軍
に
三
万

錠
を
賜
与
し
、
七
月
に
は
貴
由
赤
の
戍
軍
に
三
万
九
〇
〇
〇
錠
を
賜
わ
っ
た
。



四

一
万
錠
未
満
の
例
と
し
て
、
正
月
に
諸
王
合
班
の
妃
に
幣
帛
一
〇
〇
〇
匹
と
と

も
に
鈔
一
二
〇
〇
錠
を
、
駙
馬
塔
海
鉄
木
而
に
三
〇
〇
〇
錠
を
、
回
紇
の
不
刺

罕
に
一
三
〇
〇
錠
を
賜
与
し
た
。
三
月
に
は
八
撒
、
火
而
忽
答
孫
、

刺
の
三

人
に
各
一
〇
〇
〇
錠
の
合
せ
て
三
〇
〇
〇
錠
を
、
諸
王
鉄
木
而
の
戦
功
に
対
し

金
二
五
〇
両
、
銀
二
五
〇
〇
両
と
と
も
に
鈔
五
〇
〇
〇
錠
を
賜
わ
り
、
五
月
に

也
黒
迷
失
に
四
〇
〇
〇
錠
、
一
一
月
に
太
常
の
礼
楽
戸
に
五
〇
〇
〇
余
錠
を
賜

与
し
た（

５
）。

こ
の
年
は
額
の
分
ら
な
い
事
例
は
な
い
。

　

大
徳
元
年
（
一
二
九
七
）
は
表
示
の
如
く
七
四
万
八
二
〇
〇
錠
だ
っ
た
が
、

各
事
例
の
内
容
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
諸
王
阿
只
吉
が
太
原
に
駐
屯
し
て
い
た

が
、
河
東
の
民
が
費
用
の
負
担
の
為
に
困
窮
す
る
事
態
が
生
じ
、
正
月
に
成
宗

は
詔
を
発
し
て
阿
只
吉
を
詰
問
す
る
と
と
も
に
、
歲
に
糧
一
万
石
と
鈔
三
万
錠

を
賜
わ
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
年
か
ら
実
施
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
の
で
表
示
の

額
に
算
入
し
た
。
二
月
に
は
晋
王
甘
麻
刺
に
七
万
錠
、
安
西
王
阿
難
答
に
三
万

錠
を
賜
与
し
た
。
三
月
に
称
海
の
匠
戸
に
対
し
て
市
農
具
鈔
と
し
て
二
万
二
九

〇
〇
錠
を
、
別
吉
の

匠
に
一
万
〇
九
〇
〇
余
錠
を
、
牙
忽
都
の
所
部
中
の
貧

戸
に
一
万
錠
を
賜
わ
り
、
続
い
て
四
月
に
も
牙
忽
都
の
所
部
に
再
び
一
万
錠
を

賜
与
し
た
。
六
月
に
諸
王
也
里
干
の
所
部
に
二
万
錠
を
、
朶
思
麻
一
三
站
の
貧

民
に
五
〇
〇
〇
余
錠
を
賜
わ
っ
た
。
七
月
に
は
諸
王
脱
脱
、
沙

而
、
孛
羅
赤

に
二
〇
〇
〇
錠
、
そ
の
所
部
に
八
万
四
〇
〇
〇
錠
を
、
撒
都
失
里
に
一
〇
〇
〇

錠
、
そ
の
所
部
に
二
万
余
錠
を
、
諸
王
不
顔
鉄
木
而
と
弟
の
伯
真
孛
羅
に
四
〇

〇
〇
錠
、
そ
の
所
部
に
八
万
四
八
〇
〇
余
錠
を
賜
与
し
た
。
一
一
月
は
諸
王
兀

魯
思
不
花
に
金
一
〇
〇
〇
両
、
銀
一
万
五
〇
〇
〇
両
と
と
も
に
鈔
一
万
錠
を
賜

わ
り
、
沙
州
、
瓜
州
に
屯
田
す
る
総
帥
汪
惟
和
麾
下
の
軍
に
牛
・
種
・
農
具
購

入
の
為
に
中
統
鈔
二
万
三
二
〇
〇
余
錠
を
給
し
、
薬
木
忽
而
に
金
一
二
五
〇

両
、
銀
一
万
五
〇
〇
〇
両
と
と
も
に
鈔
一
万
二
〇
〇
〇
錠
を
賜
与
し
た
。
一
二

月
に
は
諸
王
忽
刺
出
に
一
〇
〇
〇
錠
、
そ
の
所
部
に
四
万
四
五
〇
〇
余
錠
を
、

諸
王
阿
朮
と
速
哥
鉄
木
而
の
所
部
に
二
万
八
九
〇
〇
余
錠
を
賜
わ
っ
た
。
閏
一

二
月
に
諸
王
忽
刺
出
の
所
部
に
更
に
一
万
錠
を
、
不
思
塔
千
戸
ら
に
約
九
万
錠

を
、
諸
王
阿
牙
赤
に
一
〇
〇
〇
錠
、
そ
の
所
部
に
一
万
一
〇
〇
〇
余
錠
を
、
薬

薬
罕
ら
の
所
部
に
七
万
錠
を
、
暗
都
刺
火
者
の
所
部
に
四
万
余
錠
を
賜
与
し

た
。
こ
の
ほ
か
一
万
錠
に
は
満
た
な
い
が
、
五
月
に
臨

で
の
仏
寺
建
立
の
為

に
一
〇
〇
〇
錠
を
賜
わ
り
、
六
月
に
は
湖
広
行
省
参
政
崔
良
知
が
廉
貧
で
あ
る

と
し
て
塩
課
鈔
一
〇
〇
〇
錠
を
賜
与
し
た
。
額
不
明
の
例
と
し
て
三
月
に
諸
王

岳
木
忽
而
、
兀
魯
思
不
花
と
そ
の
母
阿
不
察
ら
に
各
々
金
一
〇
〇
〇
両
と
と
も

に
賜
わ
っ
た
鈔
が
あ
る（

６
）。

　

大
徳
二
年
（
一
二
九
八
）
は
一
六
二
万
一
〇
〇
〇
錠
と
元
貞
元
年
と
ほ
ぼ
同

じ
く
莫
大
な
額
に
達
し
た
。
こ
の
年
に
は
金
は
二
二
五
〇
両
と
わ
ず
か
な
が
ら

み
ら
れ
た
が
、
銀
は
大
徳
六
年
（
一
三
〇
二
）
ま
で
全
く
な
く
、
賜
与
は
全
て

鈔
で
賄
わ
れ
た
と
い
え
よ
う
。
各
事
例
を
確
認
す
る
と
ま
ず
額
の
大
き
な
も
の

と
し
て
、
正
月
に
西
平
王
奥
魯
赤
の
部
民
に
糧
三
月
、
晋
王
に
秫
米
五
〇
〇
石
、

晋
王
の
所
部
に
鈔
一
二
万
錠
を
賜
与
し
、
和
林
に
配
置
さ
れ
て
い
る
高
麗
、
女

直
、
漢
軍
に
三
万
錠
を
賜
わ
っ
た
。
二
月
に
は
爪
忽
而
の
所
部
に
三
〇
万
錠
、

近
侍
の
伯
顔
鉄
木
而
ら
に
三
万
錠
、
鎮
南
王
脱
歓
に
六
万
錠
、
也
先
鉄
木
而
に

市
馬
鈔
と
し
て
三
万
四
四
〇
〇
錠
の
、
合
せ
て
四
二
万
四
四
〇
〇
錠
と
莫
大
な



五

賜
与
が
あ
っ
た
。
五
月
に
両
都
の
八
刺
合
赤
に
各
三
万
錠
の
合
せ
て
六
万
錠
を

給
し
、
一
二
月
に
は
朶
而
朶
海
の
所
部
に
八
五
万
錠
と
い
う
莫
大
な
額
を
賜
与

し
た
。
こ
れ
ら
の
額
の
大
き
な
も
の
の
ほ
か
に
も
、
正
月
に
翰
林
王
惲
ら
一
四

人
の
清
貧
守
職
を
賞
し
て
二
一
〇
〇
錠
を
賜
わ
り
、
一
〇
月
に
は
控
鶴
七
〇
〇

人
に
五
〇
〇
錠
を
賜
与
し
た
。
六
月
に
諸
王
岳
木
忽
而
に
金
一
二
五
〇
両
、
兀

魯
思
不
花
と
そ
の
母
に
一
〇
〇
〇
両
と
と
も
に
賜
与
し
た
鈔
、
七
月
に
諸
王
亦

憐
真
に
金
、
銀
と
と
も
に
賜
わ
っ
た
鈔
は
額
が
分
ら
な
い（

７
）。

　

大
徳
三
（
一
二
九
九
）
年
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
後
述
す
る
よ
う
に
前
年
に
成

宗
は
財
政
難
を
理
由
と
し
た
右
丞
相
完
沢
の
計
費
節
約
の
要
請
を
嘉
納
し
た

が
、
実
際
に
は
表
示
の
よ
う
に
四
四
一
万
錠
と
い
う
こ
れ
ま
で
に
な
い
巨
額
に

達
し
た
。
こ
れ
は
元
朝
一
代
を
通
じ
て
の
最
高
額
で
あ
る
。
各
事
例
を
み
て
み

る
と
、
三
月
に
和
林
の
軍
に
一
〇
万
錠
を
賜
与
し
、
四
月
に
は
和
林
の
軍
に
再

び
帛
四
〇
万
匹
、
糧
二
万
石
と
と
も
に
鈔
五
〇
万
錠
を
賜
わ
っ
た
う
え
に
、
和

林
宣
慰
司
に
命
じ
て
馬
五
〇
〇
〇
頭
を
購
入
さ
せ
て
軍
に
支
給
し
た
。
更
に
六

月
に
も
和
林
の
戍
軍
に
一
四
〇
万
錠
と
い
う
莫
大
な
鈔
を
賜
与
し
た
。
八
月
に

な
る
と
定
遠
王
薬
木
忽
而
の
所
部
に
一
万
五
〇
〇
〇
錠
が
賜
与
さ
れ
た
。
又
、

一
〇
月
に
は
諸
王

忽
魯
不
花
ら
の
所
部
に
三
万
七
〇
〇
〇
余
錠
、
橐
駝
戸
に

合
せ
て
一
〇
万
二
〇
〇
〇
錠
を
賜
わ
っ
た
。
一
一
月
に
は
隆
福
宮
の
牧
駝
者
に

一
〇
万
二
〇
〇
〇
錠
を
賜
わ
り
、
諸
王
合
帯
の
所
部
に
一
〇
万
錠
、
雲
南
王
也

先
鉄
木
而
と
そ
の
所
部
に
三
万
八
〇
〇
〇
錠
の
賜
与
が
あ
り
、
更
に
和
林
の
戍

軍
に
幣
帛
二
万
九
〇
〇
〇
匹
と
と
も
に
鈔
一
四
〇
万
余
錠
を
賜
わ
っ
た
。
一
二

月
に
諸
王
六
十
、
脱
脱
ら
に
一
万
三
〇
〇
〇
余
錠
、
四
怯
薛
衛
士
に
五
万
二
〇

〇
〇
余
錠
、
千
戸
撤
而
兀
魯
の
所
部
に
四
万
錠
の
賜
与
が
あ
っ
た（

８
）。

こ
の
年
は

額
不
明
の
事
例
は
な
い
。
和
林
の
軍
に
四
回
に
わ
た
り
三
四
〇
万
錠
が
賜
与
さ

れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

大
徳
四
年
（
一
三
〇
〇
）
は
五
一
万
余
錠
と
前
年
や
前
々
年
に
比
べ
て
大
幅

に
減
っ
た
が
事
例
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
額
の
大
き
な
も
の
と
し
て
は
、
正

月
に
諸
王
木
忽
難
の
所
部
に
一
万
二
〇
〇
〇
錠
、
諸
王
八
魯
刺
思
ら
の
所
部
に

六
万
錠
を
賜
与
し
、
二
月
に
晋
王
の
所
部
に
四
万
錠
を
賜
わ
っ
た
。
五
月
に
は

諸
王
也
只
里
の
所
部
に
二
万
錠
、
諸
王
八
憐
、
脱
列
思
の
所
部
に
六
万
五
〇
〇

〇
余
錠
を
賜
与
し
た
。
九
月
に
諸
王
出
伯
の
所
部
に
一
万
五
四
〇
〇
余
錠
を
、

一
二
月
に
は
諸
王
忻
都
の
所
部
に
五
万
錠
、
諸
王
兀
魯
思
不
花
ら
の
四
部
に
合

せ
て
二
一
万
九
〇
〇
〇
余
錠
を
、
西
部
の
守
城
軍
に
二
万
八
〇
〇
〇
余
錠
を
賜

与
し
た
。
高
額
の
例
の
殆
ど
が
諸
王
の
所
部
に
対
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。
こ
の
ほ
か
、
正
月
に
翰
林
院
承
旨
僧
家
に
そ
の
母
を
養
う
為
に
五
〇

〇
錠
を
賜
わ
り
、
六
月
に
御
史
中
丞
不
忽
木
が
卒
し
た
が
、
貧
し
く
て
葬
儀
の

費
用
が
な
い
と
い
う
の
で
五
〇
〇
錠
を
賜
わ
っ
た（

９
）。

こ
の
年
も
額
の
分
ら
な
い

例
は
な
い
。
金
・
銀
に
よ
る
賜
与
は
全
く
み
ら
れ
ず
鈔
の
み
で
あ
っ
た
。

　

大
徳
五
年
（
一
三
〇
一
）
は
再
び
二
〇
〇
万
錠
を
越
す
額
と
な
っ
た
が
、
こ

の
年
も
金
・
銀
は
全
く
用
い
ら
れ
ず
鈔
の
み
で
あ
る
。
ま
ず
額
の
大
き
い
も
の

を
み
る
と
、
正
月
に
八
百
媳
婦
の
征
討
に
む
か
う
遠
征
軍
に
九
万
二
〇
〇
〇
錠

を
支
給
し
た
。
二
月
に
入
る
と
昭
応
宮
に
土
地
一
〇
〇
頃
と
と
も
に
鈔
一
万
五

〇
〇
〇
錠
を
、
興
教
寺
に
も
一
〇
〇
頃
と
一
万
五
〇
〇
〇
錠
を
、
興
教
に
一
万

五
〇
〇
〇
錠
を
、
上
都
の
乾
元
寺
に
九
〇
頃
と
一
万
五
〇
〇
〇
錠
を
、
万
安
寺



六

に
は
六
〇
〇
頃
と
一
万
錠
を
、
南
寺
に
一
二
〇
頃
と
一
万
錠
の
合
せ
て
一
〇
一

〇
頃
と
八
万
錠
を
賜
与
し
た
。
三
月
に
は
諸
王
也
孫
ら
に
一
万
八
五
〇
〇
錠
、

諸
王
薬
木
忽
而
の
所
部
に
一
万
五
九
〇
〇
錠
を
賜
わ
っ
た
が
、
こ
の
ほ
か
に
和

林
の
貧
乏
な
軍
に
対
し
て
二
〇
万
錠
を
給
し
た
。
和
林
の
軍
に
は
大
徳
三
年

（
一
二
九
九
）
に
莫
大
な
鈔
を
賜
わ
り
、
賜
与
額
膨
張
の
主
因
と
な
っ
た
が
、

翌
四
年
に
は
一
件
も
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
又
か
な
り
の
額
を
賜
与
し
た
こ
と
に

な
る
。
四
月
に
な
る
と
、
所
部
が
貧
乏
と
の
理
由
で
晋
王
甘
麻
刺
に
四
〇
万
錠

と
い
う
多
額
の
鈔
が
賜
与
さ
れ
、
五
月
に
は
山
後
に
駐
屯
す
る
月
裏
可
里
の
軍

に
馬
匹
購
入
の
為
に
市
馬
鈔
八
万
八
七
〇
〇
錠
を
給
し
、
六
月
に
諸
王
念
不
烈

の
妃
札
忽
而
真
の
所
部
に
二
〇
万
錠
を
賜
与
し
た
。
七
月
は
事
例
が
多
く
、
寧

遠
王
闊
闊
出
の
所
部
に
二
万
三
〇
〇
〇
余
錠
、
諸
王
出
伯
の
所
部
に
六
万
錠
と

市
馬
鈔
三
八
万
四
〇
〇
〇
錠
、
諸
王
念
不
烈
の
妃
札
忽
而
真
と
出
伯
の
軍
に
四

〇
万
錠
、
大
雪
で
多
く
の
馬
牛
が
死
ん
だ
称
海
よ
り
北
境
に
至
る
間
の
一
二
站

に
一
万
一
〇
〇
〇
錠
、
上
都
の
諸
匠
に
二
一
万
七
四
〇
〇
錠
を
賜
与
し
た
。
八

月
に
は
定
遠
の
所
部
に
羊
馬
価
と
し
て
一
四
万
三
〇
〇
〇
錠
を
賜
わ
っ
た
。
こ

れ
ら
の
多
額
の
例
の
ほ
か
に
、
七
月
に
合
丹
の
孫
脱
歓
が
北
境
か
ら
来
帰
し
た

が
、
父
母
妻
子
が
皆
殺
さ
れ
た
こ
と
を
報
告
し
た
の
で
一
四
〇
〇
錠
を
賜
わ
っ

た（
（（
（

。
こ
の
年
も
額
が
不
明
の
事
例
は
な
い
。
又
、
こ
の
年
も
対
象
の
多
く
が
諸

王
と
そ
の
所
部
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

大
徳
六
年
（
一
三
〇
二
）
は
四
一
万
余
錠
と
前
年
の
五
分
の
一
以
下
の
額
で

あ
っ
た
。
成
宗
朝
で
は
賜
与
額
の
多
い
年
と
少
な
い
年
が
ほ
ぼ
交
互
に
み
ら
れ

る
が
、
同
年
は
少
な
い
年
に
当
た
る
。
事
例
を
確
認
す
る
と
、
正
月
に
京
畿
の

二
一
站
が
欠
食
と
い
う
こ
と
で
一
万
二
七
〇
〇
余
錠
を
賑
恤
し
、
二
月
に
な
る

と
京
師
の
民
も
乏
食
の
状
態
に
陥
り
、
省
台
の
委
官
に
調
査
さ
せ
た
上
で
一
一

万
七
一
〇
〇
余
錠
を
以
っ
て
賑
恤
し
た
。
六
月
に
は
諸
王
合
答
孫
、
脱
歓
、
脱

列
鉄
木
而
、
伯
牙
倫
、
完
者
の
所
部
に
合
せ
て
四
万
五
八
〇
〇
余
錠
を
、
七
月

に
諸
王
八
八
刺
、
脱
脱
灰
、
也
只
里
、
也
減
干
ら
に
四
万
三
九
〇
〇
余
錠
を
、

九
月
に
諸
王
兀
魯
思
不
花
の
所
部
に
六
万
錠
、
諸
王
八
撒
而
ら
に
八
万
六
三
〇

〇
余
錠
、
諸
王
捏
若
迭
而
ら
に
五
八
四
〇
錠
を
賜
与
し
た
。
一
〇
月
に
は
済
南
、

濱
、
棣
、
泰
安
、
高
唐
の
諸
州
で
霖
雨
の
為
に
米
価
が
騰
貴
し
て
民
の
流
移
す

る
も
の
が
多
く
、
粟
と
と
も
に
鈔
三
万
錠
を
発
し
て
賑
恤
し
、
一
二
月
に
も
保

定
等
で
饑
民
に
一
万
錠
を
賑
恤
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
四
月
に
釈
放
し
た
囚
人
三

八
人
に
各
々
五
錠
を
給
し
た
例
が
あ
る
。
正
月
に
は
雲
南
の
站
戸
に
馬
と
と
も

に
鈔
を
給
し
た
が
額
が
不
明
で
あ
る（

（（
（

。
こ
の
年
は
諸
王
へ
の
賜
与
と
被
災
民
へ

の
賑
恤
が
大
部
分
を
占
め
た
と
い
え
る
。

　

大
徳
七
年
（
一
三
〇
三
）
は
や
や
特
別
な
年
で
あ
る
。
海
都
の
長
子
チ
ャ
パ

ル
と
チ
ャ
ガ
タ
イ
家
の
ド
ゥ
ワ
が
講
和
を
申
し
出
て
、
長
年
に
亙
っ
た
海
都
の

乱
が
終
結
し
た
年
で
、
賜
与
さ
れ
た
鈔
も
二
二
六
万
二
七
六
〇
錠
の
多
額
に
の

ぼ
っ
た
が
、
大
徳
二
年
（
一
二
九
八
）
以
来
み
ら
れ
な
か
っ
た
銀
も
二
〇
万
一

四
〇
〇
両
が
賜
与
さ
れ
た
。
各
事
例
の
内
容
を
み
る
と
、
二
月
に
真
定
路
の
饑

民
に
五
万
錠
を
賑
恤
し
、
北
師
に
三
八
万
錠
を
賜
わ
り
、
三
月
に
は
保
定
路
の

饑
民
に
四
万
錠
、
遼
陽
路
の
饑
民
に
一
万
錠
、
諸
王
小
薛
の
所
部
に
六
万
錠
を

賑
恤
し
た
。
五
月
に
入
る
と
和
林
の
軍
に
三
八
万
錠
を
賜
わ
り
、
更
に
大
徳
五

年
（
一
三
〇
一
）
の
戦
功
に
報
い
る
と
し
て
北
師
に
再
び
銀
二
〇
万
両
、
幣
帛



七

各
五
万
九
〇
〇
〇
匹
と
と
も
に
鈔
二
〇
万
錠
を
賞
賜
し
、
来
朝
し
た
床
兀
児
の

戦
功
に
対
し
て
金
五
〇
両
、
銀
四
〇
〇
両
を
賜
与
す
る
と
と
も
に
配
下
の
軍
の

貧
乏
な
も
の
に
六
九
万
余
錠
を
賜
わ
っ
た
。
六
月
に
は
欽
察
千
戸
等
の
貧
乏
な

者
に
三
万
七
八
〇
〇
錠
を
給
し
、
七
月
に
諸
王
奴
倫
、
伯
顔
、
也
不
干
ら
に
九

万
錠
を
賜
与
し
た
。
八
月
に
は
平
陽
、
太
原
等
が
激
し
い
地
震
に
み
ま
わ
れ
て

多
く
の
圧
死
者
が
あ
り
、
こ
の
年
の
差
税
を
免
じ
、
山
場
や
河
泊
で
の
採
捕
を

許
す
と
と
も
に
鈔
九
万
六
五
〇
〇
余
錠
を
賑
恤
し
た
。
一
一
月
に
諸
王
阿
只
吉

の
所
部
に
糧
一
万
石
と
と
も
に
鈔
二
〇
万
錠
を
賜
わ
り
、
一
二
月
に
は
皇
姑
魯

国
大
長
公
主
に
幣
帛
各
三
〇
〇
匹
と
と
も
に
鈔
一
万
五
〇
〇
〇
錠
を
賜
与
し

た
。
こ
れ
ら
の
高
額
な
事
例
に
加
え
、
正
月
に
也
梯
忽
而
的
合
に
金
五
〇
両
、

銀
一
〇
〇
〇
両
、
幣
帛
一
〇
〇
匹
と
と
も
に
鈔
一
〇
〇
〇
錠
を
、
二
月
に
久
し

く
鄂
州
に
留
ま
っ
て
い
る
安
南
の
陳
益
稷
に
一
〇
〇
〇
錠
を
賜
与
し
た
。
三
月

に
は
真
定
路
の
饑
民
に
前
月
に
続
い
て
六
六
〇
錠
を
追
加
し
、
李
陵
台
等
の
五

站
戸
に
一
四
〇
〇
余
錠
を
賑
恤
し
た
。
五
月
に
な
る
と
諸
王
納
忽
里
に
幣
三
〇

匹
と
と
も
に
鈔
一
〇
〇
〇
錠
を
賜
与
し
、
閏
五
月
に
は
雲
南
行
省
平
章
也
速
帯

而
が
所
獲
の
金
五
〇
〇
両
を
献
じ
た
の
に
対
し
鈔
一
〇
〇
〇
錠
を
賜
わ
っ
た
。

七
月
に
大
同
の
税
課
の
徴
収
権
を
与
え
ら
れ
て
い
た
乳
母
楊
氏
の
家
が
過
剰
に

取
り
た
て
て
民
を
擾
し
た
の
で
、
官
へ
の
輸
納
に
戻
す
と
と
も
に
楊
氏
に
五
〇

〇
錠
を
賜
わ
っ
た
。
八
月
に
は
諸
王
脱
鉄
木
而
の
子
也
先
博
怯
の
所
部
に
六
九

〇
〇
余
錠
を
賜
与
し
た
。
こ
の
ほ
か
額
の
分
ら
な
い
も
の
に
、
二
月
に
和
林
に

配
備
さ
れ
た
軍
の
交
代
に
当
た
っ
て
給
さ
れ
た
鈔
、
閏
五
月
に
陣
中
で
歿
し
た

也
奴
鉄
木
而
、
闊
闊
出
、
晃
兀
ら
の
家
に
賜
与
し
た
鈔
、
七
月
に
諸
王
曲
而
魯

ら
の
所
部
に
弊
と
と
も
に
賜
わ
っ
た
鈔
等
の
例
が
あ
る
。
又
、
一
二
月
に
宋
隆

済
平
定
の
功
に
よ
っ
て
諸
将
の
秩
禄
を
増
す
と
と
も
に
銀
、
鈔
を
賞
賜
し
、
軍

士
に
対
し
て
一
人
当
た
り
一
〇
錠
を
賜
わ
っ
た
が
該
当
者
数
が
分
ら
ず
算
出
で

き
な
い（

（（
（

。
こ
の
年
は
軍
に
対
す
る
賜
与
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。

　

大
徳
八
年
（
一
三
〇
四
）
の
額
の
大
き
な
事
例
に
は
次
の
も
の
が
あ
っ
た
。

二
月
に
太
祖
位
怯
憐
口
戸
に
布
帛
一
万
匹
と
と
も
に
鈔
一
万
八
二
〇
〇
錠
を
、

近
侍
の
鷹
坊
怯
憐
口
に
布
帛
一
万
二
〇
〇
〇
匹
と
と
も
に
鈔
二
万
七
三
〇
〇
錠

を
賜
与
し
た
。
四
月
に
西
平
王
奥
魯
赤
、
合
帯
ら
の
所
部
に
一
万
錠
を
賜
わ
り
、

七
月
に
は
諸
王
也
孫
鉄
木
而
ら
に
二
〇
万
錠
、
西
平
王
奥
魯
赤
に
二
万
錠
、
戍

北
の
千
戸
ら
に
一
五
万
錠
、
怯
憐
口
に
九
万
錠
を
賜
与
し
た
。
一
一
月
、
寧
遠

王
闊
闊
出
が
馬
一
万
〇
五
〇
〇
頭
を
軍
に
給
し
た
代
償
と
し
て
鈔
五
万
二
五
〇

〇
錠
を
償
還
し
、
一
二
月
に
は
安
西
王
阿
難
答
、
諸
王
阿
只
吉
、
也
速
不
干
ら

に
一
万
四
〇
〇
〇
錠
を
賜
与
し
た
。
小
額
の
も
の
に
一
〇
月
に
諸
王
阿
只
吉
の

所
部
に
馬
料
価
鈔
と
し
て
三
九
〇
〇
錠
を
給
し
た
例
が
あ
る
。
額
の
分
ら
な
い

も
の
と
し
て
、
五
月
に
宋
隆
済
平
定
の
功
に
よ
り
、
諸
王
脱
脱
、
亦
吉
里
帯
、

平
章
床
兀
而
ら
に
銀
、
金
帯
、
玉
帯
等
と
と
も
に
賜
わ
っ
た
鈔
、
大
理
、
金
歯
、

曲
靖
、
烏
撒
、
烏
蒙
の
宣
慰
等
の
官
に
銀
と
と
も
に
賜
わ
っ
た
鈔
、
九
月
に
四

川
、
雲
南
に
鎮
守
し
て
い
る
軍
士
で
家
族
が
平
陽
、
太
原
の
地
震
で
被
災
し
た

者
に
賜
わ
っ
た
鈔
の
事
例
が
あ
る（

（（
（

。
こ
の
年
は
諸
王
に
対
す
る
賜
与
が
過
半
で

あ
っ
た
。

　

大
徳
九
年
（
一
三
〇
五
）
は
四
〇
余
万
錠
だ
っ
た
が（

（（
（

、
ま
ず
高
額
の
事
例
か



八

ら
確
認
す
る
。
正
月
に
諸
王
完
沢
、
撒
都
失
里
、
別
不
花
ら
の
所
部
に
五
万
六

九
〇
〇
錠
を
賜
与
し
た
。
二
月
に
は
平
陽
、
太
原
の
地
震
で
被
災
し
た
站
戸
に

一
万
二
五
〇
〇
錠
を
賑
恤
し
た
。
三
月
に
安
西
王
の
所
部
に
一
万
錠
、
親
王
脱

脱
に
二
〇
〇
〇
錠
、
親
王
奴
兀
倫
、
孛
羅
ら
に
金
五
〇
〇
両
、
銀
一
〇
〇
〇
両

と
と
も
に
鈔
二
万
錠
を
賜
与
し
、
五
月
に
は
晋
寧
、
冀
寧
の
累
歲
の
被
災
者
に

三
万
五
〇
〇
〇
錠
を
賑
恤
し
た
。
七
月
は
興
聖
太
后
と
宿
衛
の
臣
が
懐
州
に
赴

く
の
に
際
し
、
金
一
〇
〇
〇
両
、
銀
七
万
五
〇
〇
〇
両
と
と
も
に
鈔
一
三
万
錠

を
贈
り
、
威
定
王
岳
木
忽
而
に
一
万
錠
を
賜
与
し
、
大
都
か
ら
上
都
に
至
る
一

二
駅
に
一
万
一
二
〇
〇
錠
を
給
し
た
。
八
月
に
宝
貨
を
献
じ
た
商
胡
塔
乞
に
直

と
し
て
六
万
錠
を
賜
わ
り
、
寧
遠
王
闊
闊
出
に
一
万
錠
、
そ
の
所
部
に
三
万
錠

を
賜
与
し
、
九
月
に
は
威
武
西
寧
王
出
伯
の
所
部
に
三
万
錠
を
賜
わ
っ
た
。
こ

れ
ら
の
多
額
の
事
例
の
ほ
か
に
も
、
正
月
に
帝
師
輦
真
監
蔵
が
卒
し
た
の
で
、

塔
寺
建
設
の
為
に
金
五
〇
〇
両
、
銀
一
〇
〇
〇
両
、
弊
帛
一
万
匹
と
と
も
に
鈔

三
〇
〇
〇
錠
を
賜
わ
り
、
三
月
に
は
梁
王
を
雲
南
行
省
の
任
務
か
ら
解
く
に
当

た
り
一
〇
〇
〇
錠
を
賜
与
し
た
。
四
月
に
察
八
而
、
朶
瓦
が
遣
し
た
使
者
に
銀

一
四
〇
〇
両
と
と
も
に
鈔
七
八
〇
〇
錠
を
賜
わ
り
、
大
同
路
で
地
震
の
為
に
官

民
の
廬
舎
五
〇
〇
〇
余
間
が
崩
壊
し
て
二
〇
〇
〇
余
人
が
圧
死
し
た
の
に
対

し
、
米
二
万
五
〇
〇
〇
石
と
と
も
に
鈔
四
〇
〇
〇
錠
を
賑
恤
し
た
。
七
月
に
安

西
王
阿
南
答
の
子
月
魯
鉄
木
而
に
二
〇
〇
〇
錠
、
一
〇
月
に
駙
馬
按
替
不
花
に

銀
五
〇
両
と
と
も
に
鈔
二
〇
〇
錠
を
賜
与
し
た
。
額
の
分
ら
な
い
例
と
し
て
一

〇
月
に
諸
王
忽
刺
出
、
昔
而
吉
思
に
衣
服
、
弓
矢
と
と
も
に
賜
与
し
た
鈔
、
四

川
に
従
軍
し
て
い
る
軍
士
で
家
族
が
大
同
の
地
震
で
死
亡
し
た
者
に
各
五
錠
ず

つ
賜
わ
っ
た
鈔
が
あ
る（

（（
（

。

　

大
徳
一
〇
年
（
一
三
〇
六
）
は
成
宗
朝
で
最
も
少
な
い
額
に
留
ま
っ
た
が
事

例
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
三
月
に
安
西
王
阿
難
答
、
西
平
王
奥
魯
赤
、
不
里

亦
に
三
万
錠
、
南
哥
班
に
一
万
錠
、
彼
ら
の
所
部
に
三
万
二
〇
〇
〇
錠
を
、
三

月
に
は
駙
馬
蛮
子
帯
に
一
万
錠
を
、
五
月
に
威
武
西
寧
王
出
伯
に
三
万
錠
を
賜

与
し
た
。
八
月
に
開
成
路
が
地
震
に
み
ま
わ
れ
、
王
宮
や
官
民
の
廬
舎
が
悉
く

圧
壊
し
、
秦
王
妃
也
里
完
を
は
じ
め
五
〇
〇
余
人
が
死
亡
し
た
の
で
、
被
災
者

に
糧
四
万
四
一
〇
〇
石
と
と
も
に
鈔
一
万
三
六
〇
〇
余
錠
を
賑
恤
し
た
。
こ
の

ほ
か
正
月
に
京
畿
の
雷
家
站
の
貧
戸
に
五
〇
〇
錠
、
奉
聖
州
、
懐
来
県
の
饑
民

に
九
〇
〇
錠
を
賑
恤
し
、
四
月
に
は
梁
王
松
山
に
一
〇
〇
〇
錠
、
八
月
に
皇
姪

阿
木
哥
に
三
〇
〇
〇
錠
を
賜
与
し
た（

（（
（

。
こ
の
年
は
額
不
明
の
例
は
な
い
。

　

以
上
、
表
Ⅰ
に
示
し
た
各
年
の
鈔
額
の
内
容
を
確
認
し
た
。
別
稿
で
述
べ
た

世
祖
朝
と
比
べ
る
と
次
の
よ
う
な
相
違
が
看
取
さ
れ
る
。
世
祖
朝
に
賜
与
、
賑

恤
に
用
い
ら
れ
た
鈔
で
確
認
で
き
る
の
は
四
三
五
万
三
九
四
五
錠
で
あ
っ
た

が
、
成
宗
朝
は
一
五
七
九
万
〇
一
九
〇
錠
に
達
す
る
。
両
朝
で
は
期
間
が
異
な

る
の
で
一
年
ご
と
の
平
均
で
み
る
と
世
祖
朝
は
一
二
万
八
〇
五
七
錠
で
、
成
宗

朝
は
一
二
一
万
四
六
三
〇
錠
と
一
〇
倍
余
り
の
額
に
達
す
る
。
一
方
、
銀
の
額

を
比
べ
て
み
る
と
世
祖
朝
の
賜
与
額
は
四
七
八
万
八
五
六
二
両
で
、
成
宗
朝
は

一
〇
分
の
一
以
下
の
四
五
万
三
三
四
〇
両
で
あ
り
、
一
年
ご
と
の
平
均
で
は
世

祖
朝
は
一
四
万
〇
八
四
〇
両
、
成
宗
朝
は
三
万
四
八
七
二
両
と
四
分
の
一
以
下

で
あ
る
。
銀
か
ら
鈔
へ
の
変
化
が
加
速
度
的
に
進
行
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。
馬

羊
牛
等
の
家
畜
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、
世
祖
朝
で
は
確
認
で
き
る
馬
の
賜
与



九

数
は
一
六
万
四
二
四
六
頭
、
羊
が
五
四
万
四
六
六
〇
頭
、
牛
が
一
万
〇
七
一
一

頭
、
驢
が
四
九
四
〇
頭
、
駝
が
二
八
〇
頭
で
あ
っ
た
。
成
宗
朝
は
馬
が
六
万
三

六
〇
〇
頭
で
、
羊
と
牛
は
頭
数
を
確
認
で
き
ず
、
駝
は
全
く
な
か
っ
た
。
世
祖

と
成
宗
の
在
位
期
間
の
違
い
を
考
え
れ
ば
馬
は
必
ず
し
も
減
っ
た
と
は
い
え
な

い
が
、
羊
と
牛
は
明
ら
か
に
減
少
し
た
と
み
ら
れ
る
。
一
方
、
馬
羊
牛
価
鈔
の

よ
う
に
現
物
で
は
な
く
購
入
費
を
鈔
で
賜
与
し
た
額
は
、
世
祖
朝
が
一
三
二
万

九
七
八
一
錠
で
、
一
年
の
平
均
で
は
三
万
九
一
一
一
錠
と
な
る
。
成
宗
朝
は
合

計
が
八
五
万
〇
七
〇
〇
錠
で
、
一
年
の
平
均
は
六
万
五
四
三
八
錠
と
な
り
、
世

祖
朝
に
比
べ
て
倍
増
し
た
。
つ
ま
り
、
世
祖
朝
か
ら
成
宗
朝
に
か
け
て
の
時
期

に
、
賜
与
の
内
容
が
銀
、
羊
、
牛
等
の
現
物
か
ら
鈔
に
急
速
に
変
化
し
た
と
み

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

表
Ⅰ
を
み
る
と
至
元
三
一
年
（
一
二
九
四
）
は
二
四
万
余
錠
、
翌
元
貞
元
年

（
一
二
九
五
）
は
一
六
一
万
余
錠
と
急
増
し
、
以
後
概
ね
多
い
年
と
少
な
い
年

が
交
互
に
あ
ら
わ
れ
る
。
至
元
三
一
年
と
元
貞
元
年
の
場
合
は
成
宗
の
即
位
に

伴
う
朝
会
賜
与
の
問
題
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
他
の
年
は
ど
う
い
う
理
由

で
増
減
し
た
の
か
。
賜
与
の
対
象
ご
と
に
検
討
し
て
み
よ
う
。

二　

朝
会
賜
与
の
動
向

　

表
Ⅰ
を
も
と
に
し
て
支
給
の
対
象
を
諸
王
、
軍
、
賑
恤
、
そ
の
他
に
分
け
て

各
年
ご
と
に
示
し
た
の
が
表
Ⅱ
で
あ
る
。

　

全
体
の
額
を
み
る
と
、
表
示
の
如
く
、
諸
王
と
そ
の
所
部
に
対
す
る
賜
与
が

七
四
七
万
八
八
四
〇
錠
で
四
七
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
軍
へ
の
賜
与
が
六

二
七
万
八
一
〇
〇
錠
で
三
九
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
賑
恤
に
用
い
ら
れ
た
の
が
五

〇
万
一
〇
六
〇
錠
で
三
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
、
そ
の
他
が
一
五
三
万
二
一
九
〇
錠

で
九
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
る
。
各
年
ご
と
の
状
況
を
み
て
み
よ
う
。

　

成
宗
が
即
位
す
る
と
ま
ず
問
題
に
な
る
の
が
新
皇
帝
の
即
位
を
祝
う
賜
与
で

あ
る
。
来
駕
し
た
諸
王
ら
に
大
規
模
な
朝
会
賜
与
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
っ
た

が
『
元
史
』
一
八
・
本
紀
一
八
・
成
宗
一
・
至
元
三
一
年
四
月
庚
子
の
条
に

表Ⅱ　（単位　錠）

対象
年 諸王 軍 賑恤 他

至元31 14万2000 3万6600 1万3300 5万0500
元貞１ 134万0000 24万0800 3万6900 1000

２ 37万5200 6万9000 0 1万3300
大徳１ 59万4200 11万3200 5000 3万5800

２ 136万4400 12万0000 0 13万6600
３ 20万3000 345万2000 0 75万5000
４ 48万1400 2万8000 0 1000
５ 164万4400 38万0700 1万1000 31万8800
６ 24万1840 0 16万9800 190
７ 37万3900 168万7800 19万8560 2500
８ 30万0400 15万0000 0 13万5500
９ 30万2100 0 5万1500 8万2000
10 11万6000 0 1万5000 0

合計 747万8840 627万8100 50万1060 153万2190



一
〇

　
　

�
中
書
省
臣
言
、
陛
下
新
即
大
位
、
諸
王
・
駙
馬
賜
与
、
宜
依
往
年
大
会
之

例
、
賜
金
一
者
加
四
為
五
、
銀
一
者
加
二
為
三
。
…
従
之
。

と
あ
る
。「
往
年
の
大
会
」
が
世
祖
即
位
の
時
の
こ
と
を
さ
す
の
か
否
か
必
ず

し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
中
書
省
は
諸
王
、
駙
馬
等
に
対
す
る
朝
会
賜
与
額

を
旧
例
に
比
べ
て
金
は
五
倍
、
銀
は
三
倍
に
増
額
す
る
こ
と
を
要
請
し
、
成
宗

の
承
認
を
得
た
。
中
書
省
が
こ
の
よ
う
な
提
案
を
し
た
理
由
や
財
政
的
根
拠
は

明
ら
か
で
な
い
が
、
当
初
、
朝
会
賜
与
が
こ
の
方
針
で
行
わ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
わ
ず
か
二
ヶ
月
後
の
至
元
三
一
年
（
一
二
九
四
）
六
月
壬
辰
の
条

に
　
　

�

中
書
省
臣
言
、
朝
会
賜
与
之
外
、
余
鈔
止
有
二
十
七
万
錠
。
凡
請
銭
糧
者
、

乞
量
給
之
。
定
西
平
王
奥
魯
赤
、
寧
遠
王
闊
闊
出
、
鎮
南
王
脱
歓
及
也
先

帖
木
而
大
会
賞
賜
例
、
金
各
五
百
両
、
銀
五
千
両
、
鈔
二
千
錠
、
幣
帛
各

二
百
匹
、
諸
王
帖
木
而
不
花
、
也
只
里
不
花
等
、
金
各
四
百
両
、
銀
四
千

両
、
鈔
一
千
六
百
錠
、
幣
帛
各
一
百
六
十
匹
。

と
あ
る
。
朝
会
賜
与
の
結
果
、
ま
た
た
く
間
に
国
庫
の
備
蓄
が
底
を
つ
き
、
鈔

二
七
万
錠
を
残
す
の
み
と
な
り
、
中
書
省
は
銭
糧
を
望
む
者
に
は
銭
糧
で
与
え

る
よ
う
提
案
し
た
。
中
書
省
は
四
月
に
金
・
銀
の
増
給
を
提
案
し
た
わ
け
だ
が
、

金
・
銀
で
は
足
り
ず
、
多
額
の
鈔
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
の
鈔
も

窮
乏
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
為
、
有
力
な
西
平
王
以
下
四
人
の
賜
与

額
を
金
五
〇
〇
両
・
銀
五
〇
〇
〇
両
、
鈔
二
〇
〇
〇
錠
、
幣
帛
各
二
〇
〇
匹
と

し
、
諸
王
帖
木
而
不
花
ら
は
各
々
四
〇
〇
両
、
四
〇
〇
〇
両
、
一
六
〇
〇
錠
、

一
六
〇
匹
と
定
め
た
。
更
に
『
元
史
』
一
八
・
本
紀
一
八
・
成
宗
一
・
至
元
三

一
年
（
一
二
九
四
）
八
月
己
丑
の
条
に

　
　

�

詔
諸
路
平
準
交
鈔
庫
所
貯
銀
九
十
三
万
六
千
九
百
五
十
両
、
除
留
十
九
万

二
千
四
百
五
十
両
為
鈔
母
、
余
悉
運
至
京
師
。

と
あ
り
、
各
地
に

換
準
備
金
と
し
て
備
え
て
い
た
銀
の
う
ち
約
八
〇
パ
ー
セ

ン
ト
に
当
た
る
七
四
万
余
両
を
京
師
に
運
ぶ
よ
う
命
じ
た
。
こ
れ
も
朝
会
賜
与

の
銀
を
確
保
す
る
為
の
措
置
と
み
ら
れ
る
が
、
各
地
の
鈔
母
は
二
〇
万
両
弱
を

残
す
の
み
と
な
り
、
結
果
的
に
鈔
の
信
用
を
低
下
さ
せ
、
鈔
価
の
下
落
に
拍
車

を
か
け
る
こ
と
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
手
段
を
と
っ

て
も
朝
会
賜
与
の
十
分
な
財
源
を
確
保
で
き
な
か
っ
た
。『
元
史
』
一
八
・
本

紀
一
八
・
成
宗
一
・
至
元
三
一
年
（
一
二
九
四
）
一
一
月
辛
亥
の
条
に

　
　

�

中
書
省
臣
言
、
国
賦
歲
有
常
数
、
先
帝
嘗
言
、
凡
賜
与
、
雖
有
朕
命
、
中

書
其
斟
酌
之
。
由
是
、
歳
務
節
約
、
常
有

余
。
今
諸
王
・
藩
戚
、
費
耗

繁
重
、
余
鈔
止
一
百
十
六
万
二
千
余
錠
。
上
都
・
隆
興
・
西
京
・
応
昌
・

甘
肅
等
処
、
糴
糧
鈔
計
用
二
十
余
万
錠
、
諸
王
五
戸
絲
造
作
顔
料
鈔
、
計

用
十
余
万
錠
、
而
来
会
諸
王
尚
多
、
恐
無
以
給
。
乞
俟
其
還
部
、
臣
等
酌

量
定
擬
以
聞
。
従
之
。

と
あ
る
。
中
書
省
は
、
賜
与
に
つ
い
て
は
帝
の
命
令
が
あ
っ
て
も
中
書
省
が
額

を
斟
酌
し
て
実
施
し
て
よ
い
と
の
世
祖
の
言
葉（

（（
（

を
引
い
て
、
宗
室
・
諸
王
へ
の

賜
与
の
負
担
が
大
き
く
、
現
在
国
庫
に
は
一
一
六
万
二
〇
〇
〇
余
錠
し
か
な

く
、
支
出
が
予
定
さ
れ
て
い
る
三
〇
余
万
錠
を
除
く
と
、
続
々
と
来
朝
す
る
全

て
の
諸
王
に
賜
与
す
る
余
裕
が
な
い
と
し
て
、
彼
ら
の
帰
還
後
に
中
書
省
で
ど

の
く
ら
い
の
額
を
賜
与
で
き
る
か
検
討
し
て
報
告
し
た
い
と
要
請
し
、
成
宗
の



一
一

承
認
を
得
た
。
こ
の
年
に
確
認
で
き
る
鈔
の
賜
与
額
は
表
示
の
よ
う
に
二
四
万

二
四
〇
〇
錠
で
、
宗
室
、
諸
王
を
対
象
と
し
た
も
の
は
一
四
万
二
〇
〇
〇
錠
の

み
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
銀
が
一
二
万
九
九
〇
〇
両
、
金
が
一
四
〇
〇
両
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
必
ず
し
も
多
い
額
で
は
な
い
。
額
が
示
さ
れ
な
い
事
例
も
あ
る
の

で
、
実
際
の
賜
与
額
は
こ
れ
ら
の
額
を
上
ま
わ
っ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
四
月
に

中
書
省
が
示
し
た
朝
会
賜
与
の
増
額
案
を
実
施
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
確
か
で

あ
る
。
諸
王
を
一
旦
帰
部
さ
せ
て
改
め
て
可
能
な
賜
与
額
を
定
め
る
と
い
う
の

で
あ
る
か
ら
、
翌
年
に
も
ち
こ
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
結
果
が
翌
元
貞
元
年

（
一
二
九
五
）
の
表
示
額
で
あ
る
。
元
貞
元
年
の
賜
与
額
は
一
六
一
万
八
七
〇

〇
錠
と
莫
大
な
額
に
達
し
た
が
、
金
は
一
九
〇
〇
両
、
銀
は
一
万
〇
四
五
〇
両

に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
前
年
四
月
の
案
は
次
年
に
な
っ
て
も
実
施
で
き
ず
、
大
部

分
が
鈔
に
切
り
替
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
殆
ど

の
例
が
宗
室
、
諸
王
の
「
所
部
が
貧
乏
」
と
い
う
理
由
で
賜
与
さ
れ
た
こ
と
で

あ
る
。
前
年
一
一
月
に
中
書
省
は
世
祖
の
言
葉
を
援
用
し
つ
つ
、
額
は
中
書
省

が
「
酌
量
」
し
た
い
と
要
請
し
成
宗
の
承
認
を
得
た
が
、
酌
量
と
は
必
要
の
度

合
い
を
勘
案
し
、
実
行
可
能
な
額
に
減
額
し
て
調
整
し
よ
う
と
し
た
の
だ
と
み

ら
れ
る
。
賜
与
を
減
ら
さ
れ
て
憤
𢡛
や
る
か
た
な
い
宗
室
、
諸
王
は
所
部
が
貧

乏
で
困
窮
し
て
い
る
と
称
し
、
強
く
賜
与
の
増
額
を
も
と
め
、
成
宗
も
彼
ら
の

強
請
を
拒
否
で
き
な
か
っ
た
結
果
が
表
示
の
よ
う
な
額
に
な
っ
た
理
由
で
あ
ろ

う
。
他
の
年
で
も
そ
う
だ
が
前
述
の
同
年
七
月
甲
申
の
条
で
も
塞
下
の
貧
民
に

二
万
四
〇
〇
〇
錠
を
「
給
」
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
饑
民
や
困
窮
者
に
与
え

る
例
で
は
「
賑
」、「
給
」
と
表
記
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
し
か
し
、
こ
の
年

の
「
所
部
の
貧
乏
」
を
理
由
と
し
た
事
例
で
は
全
て
「
賜
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

元
貞
元
年
（
一
二
九
五
）
三
月
丙
寅
の
条
に

　
　

�

国
王
和
童
隠
所
賜
本
部
貧
民
鈔
三
百
五
十
錠
、
命
台
臣
遣
人
按
問
愧
之
。

と
あ
る
例
に
も
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
宗
室
、
諸
王
が
所
部
の
貧
乏
を
理
由
に
強

く
賜
与
を
も
と
め
、
そ
れ
を
所
部
に
渡
さ
な
い
場
合
も
あ
っ
た
。
所
部
の
貧
乏

を
理
由
と
し
た
事
例
も
実
質
的
に
宗
室
、
諸
王
へ
の
賜
与
と
み
て
さ
し
つ
か
え

あ
る
ま
い
。
別
稿
で
示
し
た
金
・
銀
の
額
か
ら
み
て
、
至
元
三
一
年
（
一
二
九

四
）
四
月
に
約
束
し
た
金
・
銀
は
賜
与
で
き
ず
、
鈔
を
用
い
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
が
、
減
額
に
失
敗
し
て
増
大
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
、
こ
の
年
の
鈔
賜
与
額

が
莫
大
な
も
の
に
な
っ
た
理
由
で
あ
ろ
う
。

　

元
貞
二
年
（
一
二
九
六
）
は
、
表
示
の
よ
う
に
、
前
年
に
比
べ
て
遙
か
に
少

な
い
額
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
内
容
を
み
る
と
や
は
り
大
部
分
が
諸
王
に
対
す
る

賜
与
で
あ
る
。
こ
の
年
も
財
政
の
逼
迫
を
背
景
と
す
る
支
給
の
遅
延
・
減
額
、

金
や
銀
で
は
な
く
鈔
が
中
心
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
、
朝
会
賜
与
に
対
す
る
諸
王

の
不
満
が
燻
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
、
諸
王
が
所
部
の
困
窮
を
理
由
に
賜
与
を
強

請
す
る
例
が
多
か
っ
た
。『
元
史
』
一
九
・
本
紀
一
九
・
成
宗
二
・
元
貞
二
年
（
一

二
九
六
）
五
月
辛
未
の
条
に

　
　

�

安
西
王
遣
使
来
告
貧
乏
、
帝
語
之
曰
、
世
祖
以
分
賚
之
難
、
嘗
有
聖
訓
、

阿
難
答
亦
知
之
矣
。
若
言
貧
乏
、
豈
独
汝
耶
。
去
歲
賜
鈔
二
十
万
錠
、
又

給
以
糧
。
今
与
、
則
諸
王
以
為
不
均
、
不
与
、
則
汝
言
人
多
饑
死
。
其
給

糧
万
石
、
択
貧
者
賑
之
。

と
あ
る
。
安
西
王
阿
難
答
が
所
部
の
貧
窮
を
理
由
に
賜
与
を
求
め
た
の
に
対



一
二

し
、
成
宗
は
世
祖
の
言
葉
を
引
い
て
、
貧
窮
は
安
西
王
の
み
で
は
な
く
、
安
西

王
に
は
去
年
す
で
に
二
〇
万
錠
と
糧
を
賜
与
し
て
い
る
の
で
、
更
に
与
え
れ
ば

他
の
諸
王
と
均
衡
を
欠
く
こ
と
に
な
る
。
糧
一
万
石
を
支
給
す
る
か
ら
貧
者
を

択
ん
で
賑
給
せ
よ
と
述
べ
た
。
諸
王
が
所
部
の
貧
窮
を
理
由
に
賜
与
を
強
請
す

る
場
合
が
多
く
、
皇
帝
側
も
な
か
な
か
拒
否
で
き
な
か
っ
た
状
況
を
窺
う
こ
と

が
で
き
る
。
同
年
六
月
に
西
平
王
奥
魯
赤
に
銀
と
鈔
六
〇
〇
〇
錠
を
、
所
部
に

六
万
錠
を
賜
わ
っ
た
こ
と
は
前
述
し
た
が
、
皇
帝
側
も
所
部
の
貧
窮
が
口
実
と

な
っ
て
い
る
こ
と
を
察
し
て
お
り
、
王
自
身
と
所
部
に
賜
与
の
対
象
を
明
示
す

る
こ
と
に
よ
り
、
諸
王
が
全
て
を
着
服
し
て
し
ま
う
こ
と
を
防
止
し
よ
う
と
し

た
と
み
ら
れ
る
。
元
貞
二
年
（
一
二
九
六
）
に
な
っ
て
も
諸
王
の
間
に
朝
会
賜

与
に
対
す
る
不
満
が
尾
を
引
い
て
い
た
と
み
ら
れ
、『
元
史
』
一
九
・
本
紀
一

九
・
成
宗
二
・
元
貞
二
年
（
一
二
九
六
）
一
二
月
癸
卯
の
条
に

　
　

�

定
諸
王
朝
会
賜
与
、
太
祖
位
、
金
千
両
・
銀
七
万
五
千
両
、
世
祖
位
、
金

各
五
百
両
・
銀
二
万
五
千
両
、
各
有
差
。

と
あ
る
。
世
祖
の
歿
後
三
年
近
く
た
っ
た
こ
の
段
階
で
、
や
や
唐
突
に
こ
の
よ

う
な
決
定
が
な
さ
れ
た
の
は
、
朝
会
賜
与
に
対
す
る
宗
室
・
諸
王
の
強
い
不
満

を
な
だ
め
る
措
置
で
あ
ろ
う
。
朝
会
賜
与
は
新
帝
即
位
の
時
に
行
わ
れ
る
も
の

で
あ
る
が
、
成
宗
は
即
位
し
た
ば
か
り
で
、
次
代
の
朝
会
賜
与
額
を
約
束
す
る

の
は
不
自
然
な
こ
と
で
あ
る
。
鈔
は
含
ま
れ
ず
多
額
の
金
・
銀
を
賜
与
す
る
内

容
で
、
こ
れ
を
実
施
す
れ
ば
莫
大
な
金
・
銀
が
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
成
宗

に
す
れ
ば
実
施
可
能
か
否
か
は
別
に
し
て
、
と
り
あ
え
ず
こ
の
よ
う
な
約
束
を

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
各
年
ご
と
の
特
徴
に
つ
い
て

み
て
ゆ
こ
う
。

三　

そ
の
後
の
諸
王
へ
の
賜
与

　

大
徳
元
年
（
一
二
九
七
）
も
か
な
り
の
額
に
の
ぼ
っ
た
が
、
対
象
は
や
は
り

諸
王
と
そ
の
家
族
や
所
部
等
、
諸
王
に
関
す
る
も
の
が
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
近
く

を
占
め
た
。
た
だ
四
月
の
一
例
、
七
月
の
五
例
、
一
二
月
の
二
例
、
閏
一
二
月

の
二
例
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
諸
王
と
所
部
に
分
け
る
か
所
部
と
明
示
す
る

ケ
ー
ス
が
非
常
に
多
く
な
っ
て
い
る
。
前
述
の
よ
う
に
元
貞
二
年
（
一
二
九
六
）

か
ら
多
く
み
ら
れ
る
が
、
朝
会
賜
与
に
つ
い
て
の
不
満
を
背
景
に
、
諸
王
が
所

部
の
貧
窮
を
理
由
と
し
て
賜
与
を
強
請
し
た
の
に
対
し
、
成
宗
側
が
対
象
を
明

確
に
区
別
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
諸
王
の
恣
意
的
な
要
請
を
牽
制
し
よ
う
と
し

た
の
だ
と
み
ら
れ
る
。
又
、
こ
の
年
は
賑
恤
の
事
例
が
多
く
一
一
件
あ
る
。
旱
、

水
、
疫
害
等
に
み
ま
わ
れ
た
地
域
に
米
、
粟
、
糧
を
賑
給
し
た
が
、
鈔
を
用
い

た
の
は
朶
思
麻
の
一
三
站
の
貧
民
に
五
〇
〇
〇
錠
を
給
し
た
例
の
み
で
あ
る
。

こ
れ
は
当
然
で
、
災
害
に
よ
っ
て
食
料
そ
の
も
の
が
乏
し
く
な
っ
て
い
る
地
域

に
鈔
を
賑
給
し
て
も
効
果
は
な
い
。
別
稿
で
み
た
よ
う
に
、
世
祖
朝
の
至
元
二

〇
年
（
一
二
八
三
）
代
に
は
賑
恤
に
多
額
の
鈔
が
用
い
ら
れ
た
が
、
成
宗
朝
の

元
貞
二
年
（
一
二
九
六
）
か
ら
大
徳
四
年
（
一
三
〇
二
）
ま
で
は
極
く
少
な
い
。

　

大
徳
二
年
（
一
二
九
八
）
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、
こ
の
年
は
確
認
で
き
る

だ
け
で
一
六
二
万
余
錠
と
い
う
莫
大
な
鈔
が
賜
与
さ
れ
た
。
一
方
、
金
・
銀
の

賜
与
は
殆
ど
な
く
、
賜
与
は
ほ
ぼ
鈔
に
限
ら
れ
た
。『
元
史
』
一
九
・
本
紀
一

九
・
成
宗
二
・
大
徳
二
年
（
一
二
九
八
）
二
月
丙
子
の
条
に



一
三

　
　

�
帝
諭
中
書
省
臣
曰
、
毎
歲
天
下
金
銀
鈔
弊
所
入
幾
何
、
諸
王
・
駙
馬
賜
与

及
一
切
営
建
所
出
幾
何
、
其
会
計
以
聞
。
右
丞
相
完
沢
言
、
歲
入
之
数
、

金
一
万
九
千
両
、
銀
六
万
両
、
鈔
三
百
六
十
万
錠
。
然
猶
不
足
於
用
、
又

於
至
元
鈔
本
中
借
二
十
万
錠
。
自
今
、
敢
以
節
用
為
請
。
帝
嘉
納
焉
、
罷

中
外
土
木
之
役
。

と
あ
る
。
成
宗
が
中
書
省
に
歲
入
額
と
諸
王
、
駙
馬
達
へ
の
賜
与
額
、
営
建
の

費
用
等
を
報
告
さ
せ
た
所
、
右
丞
相
完
沢
は
歲
入
は
金
一
万
九
〇
〇
〇
両
、
銀

六
万
両
、
鈔
三
六
〇
万
錠
だ
が
、
こ
れ
で
も
不
足
で
至
元
鈔
の
鈔
本
か
ら
二
〇

万
錠
を
取
り
崩
し
て
い
る
と
述
べ
て
節
約
を
要
請
し
、
成
宗
は
中
外
の
土
木
工

事
の
中
止
を
命
じ
た
と
い
う
。
完
沢
は
諸
王
、
駙
馬
等
へ
の
賜
与
額
を
明
示
し

て
い
な
い
が
、
成
宗
は
こ
れ
を
第
一
に
質
問
し
て
お
り
、
表
示
の
よ
う
に
一
三

六
万
四
四
〇
〇
錠
に
及
び
、
こ
の
年
の
全
賜
与
額
の
八
四
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
に

当
た
り
、
完
沢
の
い
う
歲
入
鈔
額
の
三
七
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
た
る
。
諸
王

ら
に
対
す
る
賜
与
が
財
政
上
の
重
い
負
担
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。『
元
史
』

一
九
・
本
紀
一
九
・
成
宗
二
・
大
徳
二
年
（
一
二
九
八
）
五
月
己
酉
の
条
に

　
　

�

諸
王
念
不
列
・
妃
扎
忽
真
、
詐
増
所
部
貧
戸
、
冒
支
鈔
一
万
六
百
余
錠
。

遣
扎
魯
忽
赤
同
王
府
宮
追
之
。

と
あ
り
、
諸
王
と
妃
が
所
部
の
貧
戸
数
を
水
増
し
し
て
一
万
〇
六
〇
〇
余
錠
を

詐
取
し
た
の
に
対
し
、
こ
れ
を
追
奪
し
た
。
所
部
の
貧
窮
を
理
由
に
賜
与
を
強

請
す
る
諸
王
の
貪
欲
な
態
度
の
背
景
に
は
、
約
束
通
り
に
実
施
さ
れ
な
か
っ
た

朝
会
賜
与
に
対
す
る
強
い
不
満
が
あ
り
、
成
宗
側
と
し
て
も
強
い
態
度
を
と
り

に
く
い
立
場
に
あ
っ
た
が
、
二
月
の
完
沢
の
報
告
を
受
け
厳
し
い
処
置
を
と
っ

た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　

大
徳
三
年
（
一
二
九
九
）
に
つ
い
て
み
る
と
『
元
史
』
二
〇
・
本
紀
二
〇
・

成
宗
三
・
大
徳
三
年
正
月
壬
辰
の
条
に

　
　

�

中
書
省
臣
言
、
比
年
公
帑
所
費
、
動
輒
鉅
万
、
歲
入
之
数
、
不
支
半
歲
、

自
余
皆
借
及
鈔
本
。
臣
恐
理
財
失
宜
、
鈔
法
亦
壊
。
帝
嘉
納
之
。
仍
令
諭

月
赤
察
而
等
、
自
今
一
切
賜
与
皆
勿
奏
。

と
あ
り
、
中
書
省
は
公
帑
の
支
出
が
大
き
く
、
歲
入
の
額
で
は
半
年
も
も
た
ず
、

不
足
分
は
鈔
本
を
と
り
く
ず
し
て
い
る
有
様
で
、
財
政
の
破
綻
、
鈔
法
の
崩
壊

が
危
惧
さ
れ
る
と
訴
え
、
成
宗
は
こ
れ
を
受
け
て
今
後
賜
与
の
要
請
が
あ
っ
て

も
と
り
つ
が
な
い
様
命
じ
た
。
成
宗
も
賜
与
が
財
政
悪
化
の
主
要
な
要
因
と
み

て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
の
年
は
、
表
示
の
よ
う
に
、
諸
王
、
駙
馬
等
へ
の

賜
与
は
二
〇
万
余
錠
で
前
年
の
約
七
分
の
一
以
下
に
減
少
し
た
。
前
年
以
来
の

中
書
省
の
要
請
に
よ
り
賜
与
を
制
限
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
こ
の
年
は

諸
王
自
身
で
は
な
く
所
部
を
対
象
と
し
て
賜
与
し
て
い
る
。
し
か
し
、
結
果
的

に
四
四
一
万
錠
と
い
う
こ
れ
迄
に
な
い
巨
額
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
原
因

は
軍
、
特
に
和
林
の
守
備
軍
に
、
四
回
に
わ
た
っ
て
三
四
〇
万
余
錠
と
い
う
莫

大
な
賜
与
を
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
為
で
あ
る
。
和
林
の
軍
に
は
鈔
の
外
に
も

帛
四
〇
万
匹
・
幣
帛
二
万
九
〇
〇
〇
匹
・
糧
二
万
石
・
馬
五
〇
〇
〇
匹
も
賜

わ
っ
た
。
諸
王
、
駙
馬
等
へ
の
賜
与
を
財
政
悪
化
の
主
要
因
と
み
て
減
額
に
努

め
た
が
、
軍
事
面
か
ら
の
要
請
に
よ
っ
て
全
体
と
し
て
前
年
の
倍
以
上
に
ふ
く

ら
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
間
の
金
・
銀
賜
与
を
み
る
と
、
至
元
三
一

年
（
一
二
九
四
）
は
金
一
四
〇
〇
両
、
銀
一
二
万
九
九
〇
〇
両
と
か
な
り
の
額



一
四

が
賜
与
さ
れ
た
が
、
元
貞
元
年
（
一
二
九
五
）
は
金
一
九
〇
〇
両
、
銀
一
万
〇

四
五
〇
両
、
元
貞
二
年
（
一
二
九
六
）
は
金
二
五
〇
両
、
銀
二
七
五
〇
両
、
大

徳
元
年
（
一
二
九
七
）
は
金
二
九
五
〇
両
、
銀
三
万
両
、
大
徳
二
年
（
一
二
九

八
）
は
金
二
二
五
〇
両
、
銀
な
し
と
概
ね
減
少
の
一
途
を
た
ど
り
、
大
徳
三
年

（
一
二
九
九
）
以
後
は
金
・
銀
は
全
く
み
ら
れ
な
く
な
り
、
賜
与
は
全
て
鈔
に

よ
る
か
た
ち
と
な
っ
て
い
っ
た
。

　

大
徳
四
年
（
一
三
〇
〇
）
に
つ
い
て
み
る
と
『
元
史
』
二
〇
・
本
紀
二
〇
・

成
宗
三
・
大
徳
四
年
五
月
の
癸
未
の
条
に

　
　

�

左
丞
相
答
刺
罕
遣
使
来
言
、
横
費
不
節
、
府
庫
漸
虚
。

と
あ
り
、
左
丞
相
が

費
を
節
約
し
な
け
れ
ば
財
政
が
破
綻
す
る
と
報
告
し

た
。
前
年
に
軍
に
対
し
て
莫
大
な
賜
与
を
行
わ
ざ
る
を
得
ず
財
政
が
逼
迫
し
て

い
る
状
況
だ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
年
の
軍
に
対
す
る
賜
与
は
一
件
二
万
八

〇
〇
〇
錠
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
諸
王
に
対
す
る
も
の
が
再
び
増
加
し
つ
つ

あ
っ
て
八
件
あ
り
、
こ
の
年
の
総
額
の
九
四
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
及
ぶ
。
た
だ

諸
王
の
所
部
と
対
象
を
明
示
し
、
諸
王
自
身
と
区
別
し
て
い
る
の
は
こ
れ
迄
と

同
様
で
、
諸
王
へ
の
賜
与
の
チ
ェ
ッ
ク
の
為
と
み
ら
れ
る
。

　

大
徳
五
年
（
一
三
〇
一
）
に
つ
い
て
み
る
と
、
軍
に
対
す
る
も
の
は
三
件
で

合
計
三
八
万
〇
七
〇
〇
錠
と
、
こ
の
年
の
賜
与
額
の
一
六
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
と

な
る
。
こ
の
ほ
か
諸
寺
に
対
す
る
も
の
が
八
万
錠
、
諸
匠
へ
の
賜
与
が
二
一
万

七
四
〇
〇
錠
あ
っ
た
。
最
も
多
い
の
が
諸
王
、
王
妃
と
そ
の
所
部
に
対
す
る
も

の
で
、
八
件
一
六
四
万
四
四
〇
〇
錠
あ
り
、
こ
の
年
の
七
〇
・
四
パ
ー
セ
ン
ト

を
占
め
た
。
諸
王
と
そ
の
所
部
に
分
け
て
い
る
が
元
貞
元
年
（
一
二
九
五
）
の

一
三
四
万
錠
、
大
徳
二
年
（
一
二
九
八
）
の
一
三
六
万
錠
を
上
ま
わ
り
、
こ
れ

迄
の
最
高
額
と
な
っ
た
。
こ
の
年
の
賜
与
総
額
を
引
き
上
げ
た
の
は
諸
王
ら
に

対
す
る
賜
与
だ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

大
徳
六
年
（
一
三
〇
二
）
は
、
諸
王
と
そ
の
所
部
に
対
す
る
も
の
が
六
、
七

月
に
各
一
件
、
九
月
が
三
件
と
五
件
あ
り
、
二
四
万
一
八
四
〇
錠
と
こ
の
年
の

五
八
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
た
。
こ
の
ほ
か
賑
恤
の
事
例
が
多
く
、
一
六
万

九
八
〇
〇
錠
と
こ
の
年
の
四
一
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
に
及
ぶ
。
正
月
、
二
月
、
一

〇
月
、
一
二
月
と
四
件
あ
り
、
京
師
、
済
南
、
保
定
等
の
地
域
が
対
象
で
あ
っ

た
。

　

大
徳
七
年
（
一
三
〇
三
）
を
み
る
と
、
こ
の
年
は
海
都
の
乱
の
終
結
を
背
景

に
、
軍
に
対
す
る
賜
与
が
五
次
に
わ
た
り
、
合
計
で
一
六
八
万
七
八
〇
〇
錠
に

達
し
た
。
そ
の
中
心
は
和
林
の
軍
と
床
兀
児
麾
下
の
軍
で
あ
り
、
大
徳
二
年

（
一
二
九
八
）
以
来
、
久
し
振
り
に
用
い
ら
れ
た
銀
も
軍
に
対
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。
諸
王
と
そ
の
所
部
に
対
す
る
賜
与
は
、
七
件
三
七
万
三
九
〇
〇
錠
で
特
に

多
く
は
な
い
。
被
災
民
に
対
す
る
賑
恤
は
二
〇
万
錠
に
近
く
、
こ
れ
ま
で
で
最

も
多
く
な
っ
た
。
鈔
が
用
い
ら
れ
た
地
域
は
真
定
路
、
保
定
路
、
遼
陽
路
と
太

原
、
平
陽
で
あ
り
、
真
定
、
保
定
と
い
っ
た
比
較
的
京
師
に
近
い
所
は
従
来
も

賑
恤
に
鈔
が
用
い
ら
れ
た
地
域
で
あ
る
。
大
徳
八
年
（
一
三
〇
四
）
は
、
諸
王

に
対
す
る
賜
与
が
三
〇
万
余
錠
と
五
一
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
が
、
額
そ

の
も
の
が
多
い
わ
け
で
は
な
い
。
軍
に
対
す
る
も
の
が
一
五
万
錠
と
大
幅
に
減

少
し
た
こ
と
、
前
年
か
な
り
の
額
に
の
ぼ
っ
た
賑
恤
が
な
か
っ
た
こ
と
が
こ
の

年
の
合
計
額
を
引
き
下
げ
た
原
因
で
あ
る
。
大
徳
九
年
（
一
三
〇
五
）
の
諸
王



一
五

と
そ
の
所
部
へ
の
賜
与
は
三
〇
万
余
錠
で
特
に
多
く
は
な
い
。
大
徳
一
〇
年

（
一
三
〇
六
）
は
合
計
額
そ
の
も
の
が
少
な
く
、
一
〇
件
中
の
七
件
が
諸
王
、

駙
馬
へ
の
賜
与
で
、
一
一
万
六
〇
〇
〇
錠
と
こ
の
年
の
八
八
・
五
パ
ー
セ
ン
ト

に
当
た
る
。
こ
れ
に
開
成
路
の
地
震
を
始
め
と
し
た
被
災
民
へ
の
賑
恤
が
わ
ず

か
に
加
わ
る
の
み
で
、
合
計
額
は
少
額
に
留
ま
っ
た
。

　

お
わ
り
に

　

成
宗
は
大
徳
一
一
年
（
一
三
〇
七
）
正
月
に
歿
す
る
ま
で
、
一
三
年
間
在
位

し
た
が
、
こ
の
間
賜
与
し
た
鈔
は
一
五
七
九
万
余
錠
に
の
ぼ
る
。
年
平
均
で
は

一
二
一
万
余
錠
と
な
り
、
世
祖
朝
の
一
〇
倍
に
達
す
る
。
銀
は
総
額
で
四
五
万

余
両
あ
っ
た
が
、
即
位
し
た
至
元
三
一
年
（
一
二
九
四
）
と
海
都
の
乱
が
終
結

し
た
大
徳
七
年
（
一
三
〇
三
）
に
用
い
ら
れ
た
も
の
が
大
半
で
、
他
の
年
は
ご

く
わ
ず
か
で
あ
り
、
大
徳
二
年
（
一
二
九
八
）
か
ら
六
年
（
一
三
〇
二
）
の
間

は
全
く
み
ら
れ
な
い
。
世
祖
朝
で
も
至
元
二
〇
年
（
一
二
八
三
）
代
か
ら
鈔
が

賜
与
に
多
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
銀
・
家
畜
の
現
物
も
併
用
さ
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
成
宗
朝
で
は
ほ
ぼ
完
全
に
鈔
に
切
り
替
え
ら
れ
た
と
い
え
る
。

　

賜
与
の
対
象
と
し
て
は
、
総
額
の
四
七
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
諸
王
と
、

三
九
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
軍
で
合
せ
て
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
近
く
な
り
、
両
者
が

主
な
対
象
だ
っ
た
。
た
だ
軍
へ
の
多
額
の
賜
与
は
、
海
都
の
乱
の
軍
事
情
勢
が

緊
迫
し
た
大
徳
三
年
（
一
二
九
九
）
と
終
結
し
た
大
徳
七
年
（
一
三
〇
三
）
が

大
半
を
占
め
、
他
の
年
は
ご
く
わ
ず
か
で
全
く
な
い
年
も
あ
る
。
恒
常
的
に
多

額
の
鈔
を
賜
与
さ
れ
た
の
は
諸
王
と
そ
の
所
部
で
あ
る
。
彼
ら
に
対
す
る
賜
与

額
は
七
四
七
万
余
錠
に
及
び
、
財
政
上
の
重
い
負
担
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

註

（
１
）　

奥
山
憲
夫
「
元
朝
の
馬
羊
牛
賜
与
」（
国
士
舘
大
学
『
人
文
学
会
紀
要
』
三
九
、
二
〇

〇
七
年
三
月
）、「
元
朝
の
金
銀
賜
与
」（
山
根
幸
夫
教
授
追
悼
記
念
論
叢
『
明
代
中
国
の

歴
史
的
位
相
』
下
、
二
〇
〇
七
年
六
月
、
汲
古
書
院
）、「
元
世
祖
朝
の
鈔
賜
与
」（『
明

清
史
研
究
』
第
六
輯
、
二
〇
一
〇
年
四
月
）

（
２
）　

表
Ⅰ
は
『
元
史
』
本
紀
一
八
、
一
九
、
二
〇
、
二
一
に
よ
っ
て
作
製
し
た
。
例
え
ば

至
元
三
一
年
に
つ
い
て
は
『
元
史
』
巻
一
八
・
本
紀
一
八
・
成
宗
一
・
至
元
三
一
年
五

月
丁
卯
の
条
に

　
　
　
　

賜
安
西
王
阿
難
答
鈔
万
錠
。

　
　

と
あ
り
、
五
月
庚
午
の
条
に

　
　
　
　

諸
王
亦
里
不
花
来
朝
、
以
瘠
馬
輸
官
、
官
酬
其
直
、
為
鈔
十
有
一
万
五
千
錠
。

　
　

と
あ
り
、
五
月
壬
申
の
条
に

　
　
　
　

以
也
速
帯
而
所
統
将
士
貧
乏
、
給
鈔
万
錠
。

　
　

と
あ
り
、
六
月
戊
申
の
条
に

　
　
　
　

�

賜
雪
雪
的
斤
公
主
鈔
千
錠
、
諸
王
伯
答
罕
、
末
察
合
而
部
貧
乏
者
三
千
錠
、
伯
牙

兀
真
、
赤
里
、
由
柔
伯
牙
伯
刺
麻
、
闊
怯
倫
、
忙
哥
真
各
金
五
十
両
、
銀
、
鈔
、

幣
有
差
。

　
　

と
あ
り
、
七
月
乙
卯
の
条
に

　
　
　
　

�
以
諸
王
出
伯
所
部
四
百
余
戸
乏
食
、
徙
其
家
属
就
食
内
郡
、
仍
賜
以
奥
魯
軍
年
例

鈔
三
千
錠
。
給
瓜
、
沙
之
民
徙
甘
州
屯
田
者
牛
価
鈔
二
千
六
百
錠
。



一
六

　
　

と
あ
り
、
七
月
甲
戌
の
条
に

　
　
　
　

�
詔
月
兒
魯
守
北
辺
、
賜
其
所
統
軍
士
幣
帛
各
万
匹
、
及
西
征
軍
士
幣
三
万
匹
、
鈔

三
万
六
千
六
百
錠
。

　
　

と
あ
り
、
八
月
辛
卯
の
条
に

　
　
　
　

以
忙
哥
撒
而
妻
子
為
敵
所
掠
、
賜
鈔
八
千
錠
。

　
　

と
あ
り
、
一
二
月
乙
未
の
条
に

　
　
　
　

以
伯
遙
帯
忽
刺
出
所
隷
一
千
戸
饑
、
賜
鈔
万
錠
。

　
　

と
あ
り
、
一
二
月
庚
子
の
条
に

　
　
　
　

�

用
帝
師
奏
、
釈
京
師
大
辟
三
十
人
、
杖
以
下
百
人
、
賜
諸
鰥
寡
貧
民
鈔
三
百
錠
。

…
以
東
勝
等
処
牛
遞
戸
貧
乏
、
賜
鈔
三
千
余
錠
。
…
阿
思
民
為
海
都
所
虜
、
賜
鈔

三
万
九
千
九
百
錠
。

　
　

と
あ
る
。
額
不
明
の
も
の
を
の
ぞ
く
二
四
万
二
四
〇
〇
錠
を
表
示
し
た
。
以
下
の
各
年

の
額
に
つ
い
て
も
同
様
に
し
て
算
出
し
た
。
又
、
数
字
の
後
に
余
と
あ
る
場
合
に
は
数

字
の
み
を
合
計
し
た
。

（
３
）　
『
元
史
』
一
八
・
本
紀
一
八
・
成
宗
一
（
以
下
月
日
の
み
記
す
る
）
至
元
三
一
年
五
月

丁
卯
、
庚
午
、
壬
申
、
六
月
戊
申
、
七
月
乙
卯
、
甲
戌
、
八
月
辛
卯
、
一
二
月
乙
未
、

庚
子
の
条
。

（
４
）　

元
貞
元
年
正
月
癸
亥
、
二
月
丁
亥
、
癸
卯
、
三
月
丙
午
、
四
月
辛
巳
、
戊
戌
、
庚
子
、

閏
四
月
戊
辰
、
五
月
戊
寅
、
甲
午
、
七
月
丁
丑
、
甲
申
、
辛
卯
、
一
〇
月
己
未
、
癸
亥
、

丁
卯
、
一
二
月
癸
卯
、
己
未
、
元
貞
二
年
五
月
辛
未
の
条
。

（
５
）　
『
元
史
』
一
九
・
本
紀
一
九
・
成
宗
二
・
元
貞
二
年
正
月
乙
未
、
三
月
壬
申
、
癸
巳
、

四
月
己
亥
朔
、
五
月
丁
酉
、
六
月
丙
寅
、
七
月
辛
巳
、
一
一
月
壬
辰
の
条
。

（
６
）　

大
徳
元
年
正
月
辛
卯
、
二
月
甲
午
朔
、
三
月
庚
寅
、
四
月
壬
寅
、
五
月
戊
辰
、
六
月

丙
辰
、
七
月
辛
未
、
丁
亥
、
一
一
月
丁
丑
、
戊
子
、
一
二
月
乙
卯
、
閏
一
二
月
壬
申
、

己
卯
、
甲
申
の
条
。

　
　

正
月
庚
午
の
条
に
諸
王
要
木
忽
而
、
兀
魯
思
不
花
の
歲
賜
額
を
各
一
〇
〇
〇
錠
増
加
す

る
記
事
が
あ
る
が
、
こ
の
年
に
歲
例
賜
与
が
実
施
さ
れ
た
と
い
う
記
事
が
な
い
の
で
表

示
額
に
算
入
し
て
い
な
い
。

（
７
）　

大
徳
二
年
正
月
己
酉
、
二
月
丙
戌
、
四
月
庚
申
、
五
月
己
酉
、
一
〇
月
戊
寅
、
一
二

月
乙
丑
の
条
。

（
８
）　
『
元
史
』
二
〇
・
本
紀
二
〇
・
成
宗
三
・
大
徳
三
年
三
月
戊
申
、
四
月
己
卯
、
六
月
壬

申
、
八
月
己
巳
、
一
〇
月
丙
子
、
一
一
月
己
亥
、
一
二
月
癸
酉
の
条
。

（
９
）　

大
徳
四
年
正
月
癸
卯
、
二
月
丙
子
、
五
月
辛
丑
、
六
月
丁
巳
、
九
月
甲
子
、
一
二
月

癸
巳
の
条
。

（
10
）　

大
徳
五
年
正
月
庚
戌
、
二
月
戊
戌
、
三
月
壬
子
、
戊
午
、
四
月
壬
午
、
五
月
己
酉
、

六
月
甲
午
、
七
月
庚
子
、
辛
亥
、
癸
亥
、
八
月
戊
辰
の
条
。

（
11
）　

大
徳
六
年
正
月
丙
午
、
二
月
丙
戌
、
四
月
丁
卯
、
六
月
甲
申
、
七
月
辛
酉
、
九
月
甲
午
、

丁
未
、
丁
巳
、
一
〇
月
壬
午
、
一
二
月
癸
未
の
条
。

（
12
）　
『
元
史
』
二
一
・
本
紀
二
一
・
成
宗
四
・
大
徳
七
年
正
月
丁
巳
、
二
月
己
卯
、
壬
午
、

三
月
己
巳
朔
、
乙
未
、
丙
辰
、
五
月
己
丑
、
壬
辰
、
丁
未
、
乙
卯
、
閏
五
月
庚
辰
、
六

月
壬
辰
、
七
月
戊
寅
、
丁
丑
、
八
月
辛
亥
、
辛
卯
、
一
一
月
甲
寅
朔
、
一
二
月
辛
丑
の
条
。

（
13
）　

大
徳
八
年
二
月
丙
午
、
四
月
丁
未
、
七
月
癸
亥
、
一
〇
月
辛
巳
、
一
一
月
壬
申
、
一

二
月
辛
丑
の
条
。

（
14
）　
『
元
史
』
二
一
・
本
紀
二
一
・
成
宗
四
・
大
徳
九
年
正
月
甲
戌
の
条
に



一
七

　
　
　
　

�
賜
諸
王
完
沢
、
撒
都
失
里
、
別
不
花
等
所
部
鈔
五
万
六
千
九
百
錠
、
幣
帛
有
差
、

鷹
師
等
百
五
十
万
錠
。

　
　

と
あ
り
、
丙
午
の
条
に

　
　
　
　

賜
宿
衛
怯
憐
口
鈔
一
百
万
錠
。

　
　

と
あ
る
。
鷹
師
、
怯
憐
口
に
対
す
る
賜
与
と
し
て
は
余
り
に
莫
大
な
額
で
不
自
然
で
あ

り
、
賜
与
の
対
象
、
数
字
の
い
ず
れ
か
、
或
い
は
両
方
の
誤
り
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

鷹
師
や
怯
憐
口
に
対
す
る
賜
与
の
例
は
ほ
か
に
も
あ
る
の
で
額
の
誤
り
と
み
ら
れ
る

が
、
こ
こ
で
は
二
例
の
賜
与
額
は
不
明
と
し
て
お
く
。

（
15
）　

大
徳
九
年
正
月
戊
午
、
甲
戌
、
二
月
丙
午
、
三
月
丁
未
朔
、
庚
戌
、
戊
午
、
四
月
乙
酉
、

戊
子
、
五
月
癸
亥
、
七
月
癸
丑
、
壬
戌
、
八
月
丙
戌
、
乙
未
、
九
月
庚
申
、
一
〇
月
庚

寅
の
条
。

（
16
）　

大
徳
一
〇
年
正
月
丁
卯
、
二
月
戊
辰
、
三
月
乙
未
、
四
月
甲
子
、
五
月
丁
亥
、
八
月

辛
亥
、
壬
寅
の
条
。

（
17
）　
『
元
史
』
一
四
・
本
紀
一
四
・
世
祖
一
一
・
至
元
二
四
年
二
月
壬
子
の
条
に

　
　
　
　

�

中
書
省
臣
言
、
自
正
旦
至
二
月
中
旬
費
鈔
五
十
万
錠
、
臣
等
兼
総
財
賦
、
自
今
侍

臣
奏
請
賜
賚
、
乞
令
臣
等
預
議
。
帝
曰
、
此
朕
所
常
慮
。
仍
諭
玉
速
鉄
木
兒
、
月

赤
徹
兒
知
之
。

　
　

と
あ
り
、『
元
史
』
一
五
・
本
紀
一
五
・
世
祖
一
二
・
至
元
二
五
年
一
二
月
辛
未
の
条
に

　
　
　
　

�

桑
哥
言
、
有
分
地
之
臣
、
例
以
貧
乏
為
辞
、
希
覬
賜
与
。
財
非
天
墜
地
出
、
皆
取

於
民
、
苟
不
慎
其
出
入
、
恐
国
用
不
足
。
帝
曰
、
自
今
不
当
給
者
汝
即
画
之
、
当

給
者
宜
覆
奏
、
朕
自
処
之
。

　
　

と
あ
る
。


